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第1B分科会 提⾔から学んだこと、提⾔者に伝えたいこと

 地域による実情の違いはあるが、出来ることから⾏うことの⼤切さを学んだ。
 校種間の連携は、書類だけでなく、実際に⽣で⾒る 参加する 体験する ことが必要
 18までつなぐ教育の必要性
 先⽣⽅が研修を通して実感を伴う研修をなされていることが勉強になりました
 連携の強化

 ⾃分たちの取組を助⾔者に認めていただけてよかった
 改善は必要だと思っていたが、具体的に何をすれば良いのかが、⾒えてきた。⼤変参考になった。
 お疲れ様でした。
 教頭会が中⼼となって連携を進めており私⾃⾝今後何をしていくべきか⼤変勉強になりました。まさに連携の要です。
 連携の⼤切さをあらためて感じました。地域の特性がありますが今後も教頭としてできることを考えたいきたいです。ありがと
うございました。
 連携の⼤切さが分かりました。またその要が、教頭であることも再確認できました。ありがとうございました。
 教頭会での推進⼒が⼤変素晴らしいと感じました。

 園⼩中連携について、改めて考えるきっかけになった。
 不破郡として⼤切にしていきたいことを、教頭会が中⼼となり研修する機会を設け、それをそれぞれの学校の実践に活かしてい
るところが素晴らしいと感じました。
 幅広い校種での連携の必要性を再認識した。
 提⾔者でした
 組織的かつ継続的な取り組みが参考になりました。ぜひ、取り⼊れていきたいと考えました。
 教頭として、異校種間の連携をどうコーディネートしていく必要があるのかを学ばせていただきました。
 園⼩中連携については、現在の学校教育における重要課題だと感じてはいますが、⾃校では、ご提⾔のような実践には程遠いと
いうのが正直なところです。不破郡さんのように、教頭会での課題として、研究・実践につなげていかなければならないと感じま
した。
 連携の⼤切さ、メリットを教頭が理解し、推進者でありたいと強く感じました。
 市教委等、⾏政がシステムを整えた上で、特⾊ある保⼩中連携がしやすくなります。
 18までという連携についてを教頭が中⼼となり進めていくという素晴らしさがありました。
せめて、⼩学校と中学校の連携について、⾒直していきたいと思いました。
 組織で取り組む接続の素晴らしさに学びました。本年度⾃分が取り組んできたテーマとまさに⼀致していて、勉強になりまし
た。⼦どもたちのために、教職員のために⾃分にできることを精⼀杯取り組みたいです。

 幼保⼩の連携を様々な計画に基づいて進められており、常時⾒直しを図っている点が素晴らしいと思いました。
 連携の具体がいくつも提案されていたり、それを教育課程の改善へとつなげていたりする点、⼤変勉強になりました。
 ⼀体となって実践しているところに、すばらしさを感じました。学校間の連携のよさを、⾃校にも取り⼊れていきたいです。
 連携して取り組んでいらっしゃることがよくわかった。18までの連携はできていないので、今後考えていきたい。
研修の成果をいかす取り組みをしていきたい
 幼稚園が遠い地域の連携についても学ぶことができました。指導者のお話から指導のために⽣かされる連携を無理なく継続した
いと改めて感じました。
 幼保⼩中の連携強化はとても⼤切で、刺激をもらうとともに勉強になりました。
ありがとうございました。
 フォーマットを共有することは、簡単なようで、かなり労⼒が必要です。
また、研修など、⽇程を調整するだけでも⼿間がかかり、実施を躊躇します。
取り組んでこられたことに頭が下がりました。
 0ではない
⼦どもたち乗ります学びを⽌めない、更に伸ばしていくために必要だとあらためて感じました
ぜひ、動画を⾒て参考にしたいです
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 異動する先⽣に関わらず継続するためには、カリキュラムの活⽤が有効だと分かりました。また、それを授業でも活⽤し、改善
していくことが⼤切だと感じました。
 まずは教頭が⾒通しと⽬的を理解してコーディネートしていく重要性を学んだ。
 貴重なご実践、ありがとうございました。揖斐郡でも提案を広げて、⼦どもたちのために尽⼒します。
 こども園との交流や研究がとても⼤切であり、そのコーディネートを教頭が率先して⾏う必要があることを再確認することがで
きました
 接続プログラムは誰のためかということが改めて感じられました。⼦どもの不安を軽減できるために、職員を巻き込みながら進
めていきたいです。そのための要となるためにはまずは管理職がつながることだと感じています。機会をみえては対話しつながり
をつくったり⼯夫したりしてきます。
 連携は意図的に、意識して⾏わないとなかなか進まないと感じました。今後の教頭会でも活かしていきたいです。
 教育課程に関する課題シートを毎⽉検証し、⾒直しを⾏うことで実効性を⾼め、さらなる改善をしている点が参考になりまし
た。
 園、⼩、中の連携について、教頭会が中⼼になって、組織的に取り組んでいる垂井町さんの実践は、とても参考になりました。1
つでも取り⼊れていけたらと思いました。
 こども園、⼩学校、中学校、⾼校の連携の⼤切さと今後の⽅向について学べた。
 連携が交流だけでなく、カリキュラム作成、⾒直し、改善まで実施してみえることが⼤変勉強になりました。
 連携やカリキュラムなど⼈やものなど整えるのは教頭の役割が⼤きい。
 幼⼩連携の⼤切さと、何のために連携する必要があるかという⽬的を再認識することの⼤切さを学びました。ありがとうござい
ました。
 ⼦どもをベースにした実践、ゼロスタートにしないことなど、参考になりました。
 園⼩中の連携の⼤切さ、教頭の役割
 校種間連携の充実くぉ感じました。
 具体的な内容で、これからの連携についてご⽰唆いただきました。
今の⾃分たちにできることから、意識をして⽮印を出すことからスタートかなと思います。
ありがとうございました。
 不破郡の先⽣⽅の発表から、いかに職員に⾃分ごととしで、連携に取り組んでいただくか、その要が教頭であることを学ぶこと
ができました。
 学校独⾃ではなく、⾃治体単位で連携を取り組むことの重要性について改めて考えることができました ありがとうございまし
た
 園、⼩、中、18までの連携は、⽇頃はなかなか意識していませんでしたが、⼦どもたち⼀⼈⼀⼈の成⻑や幸せを思うと常に意識
していきたい内容でした。ありがとうございました。
 計画や実践のみならず、実践内容を改善して、⽬標を⼦供の姿で考えて⾒えるところが勉強になりました。
 それぞれの地域で連携、⼯夫して取り組んで⾒えることがよく分かった。
 幼保⼩中の連携の⼤切さ、その中での難しさも感じました。


